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1.は じ め に

 す で に別 稿 で も紹 介 して お いた よ うに,ミ ク ロ ネ シア の トラ ック諸 島 に は 「女 性 が

土 地,人 間,あ る い は母 系 集 団 を 産 む 」 とい う類 の 慣 用 旬 が あ る[河 合 1978:206;

KへWAI l987]。 そ れ は 「女 性 が 土地 に子 供 を産 ん で 殖 や す」 とい う意 味 な の だ が,

そ れ に して も,な ぜ人 間 だ けで な く,土 地 や 母 系 集 団 まで 「産 む」 と表 現 され るの だ

ろ うか 。

 興 味 深 い こと に,ト ラ ック と同様,母 系 社 会 で あ る メ ラネ シア の トロ ブ リア ン ド諸

島 に も,先 述 の 慣 用句 とよ く似 た言 い回 しが あ る。 筆 者 は,ト ロブ リア ン ド諸 島 の

女 性 の 象 徴 的役 割 を 再 分 析 した ブ リン ドレイの 著 書 を通 して,ト ロブ リア ン ドに も

「私 の 菜 園 の腹(子 宮)は 子 供 が で き る と膨 れ る」 と い う慣 用 句 の あ る こ とを 知 った

[BRINDLEY  l 984:17]。

 ブ リ ン ド レイ は,ト ロ ブ リア ン ドの 菜 園 と女 性 とが象 徴 的 にパ ラ レル な 関係 に あ る

事 実 を,マ リノ フ ス キ ーを は じめ とす る調査 者 の デ ー タ を広 く収 集 して再 分 析 した 。

菜 園 は女 性 の腹 に,作 物 は人間 の子 供 に類 比 され る。 重 要 な 作 物 で あ る ヤ ム イ モ は,

「耳 」 「目」 「身体 」 「喉 」 を持 ち,人 間 と同 じ活 動 をす る と信 じ られ て い る。 さ らに,

ヤ ム イモ は 「菜 園 の子 供 」 と呼 ばれ,ヤ ムイ モ の成 長 と子 供 の 成 長 とが 同一 視 され て

い る。 菜 園 に は女 性 の身 体 名称 が つ け られ て いて,菜 園 の隅 は 「乳 房 ・乳 頭 」(nunula),

*園 田学園女子大学文学部

93



国立民族学博物館研究報告 別冊6号

耕作された部分は 「腹 ・内側 ・子宮」(勿o%-la)と 名づけられている。前者のnunula

の接頭語は 「同じサブークラン」を表している[BRINDLEY 1984:17-18]。

 もちろん,オ セアニアにおける土地 と女性との隠喩的関係は早 くか ら知られていた。

天なる父と母なる大地の結合 によって生産物が豊穰になるという信仰は広くオセアニ

アの各地から報告されているし,菜 園が女性の子宮ないし身体 と,作 物が菜園の子供

と考えられる事例 も少な くない1)。しか しながら,そ れが社会と文化全体の秩序の中

で系統的に充分明らかにされてきたわけではない2》。

 土地 と女性の象徴的関係を分析 したブリンドレイの視点は,確 かにトラックのデー

タに照 らしても魅力的である。明らかにそれは トラックとの比較可能性を示唆 してい

るからである。

 次節以下で検討するように,ト ラックでも,女 性の腹は土地 と同一視されている。

ちょうど腹が身体の中心にあって,食 物を貯え生命の再生産を行 う場であるように,

土地も食物(作 物)を 貯え,生 産を行 う場である。事実,菜 園で最 も作物のよくとれ

る土地はヌーカン(nuukan 腹)と 呼ばれている。

 しかしなが ら,ト ラックの場合をより詳 しく検討してみると,女 性の腹は,島,村,

氏族,家 のような,よ り広い社会文化的脈絡において中心性の象徴となっていること

がわかる。さらにまた,本 論の後半で論じるように,食 物と感情の座である腹 は,冷

静な思考(こ れは 「石の心」 と呼ばれる)の 座である頭に対照させるとき,そ の意味

がより明確になる。腹が家庭内領域の女性の象徴であるとすれば,頭 は(村 の リーダ

ーが 「頭」 と呼ばれるように)政 治領域を管轄する男性の象徴である。このような,

頭と腹,政 治領域と家庭内領域,男 性と女性の二つの中心性(ヌ ーク)の 分離と相補

性こそ,ト ラック文化の基本的な理念であると考えられる。

 それは,土 地 と女性の隠喩的連合の問題が実は男性と女性の性差の問題でもあり,

1)BRINDLEY[1984:74-81]が すでにこの問題に関するオセァニアの研究を整理 している。

2)ト ロブ リアン ド諸島の女性の象徴的役割を論 じた人 にワイナーがいる。 ワイナーはその一連

の研究[wﾘINBR 1976,1978,1980]を 通 して, トロブ リァ ンドの女性は生命の再生産 と祖霊

の血 の再生産を行 うことによ り母系集団のアイデ ンティティと永続性 とを可能 にする役割を持

つ と論 じた。彼女 はそれを,交 換,駆 け引 き等の社会関係を視野に入 れなが ら分析 している。

 ブ リン ドレイの トロブ リアン ド研究 に対 して ワイナーが,女 性の菜 園活動における政治的意

味が分析 されていないという強い不満を表明 したのは,お そ らくそのような下地があるか らで

ある[WEINER 1987]。

 しか しなが ら,た とえそのよ うな欠 陥があるにせよ,オ セアニアにおける土地の コスモ ロジ

カルな意味を丁寧 に掘 り起 こして整理 したブ リンドレイの仕事 は,少 な くとも本論の立場か ら

すれば小 さ くはない。ヤ ング[YOUNG 1986]も その書評で,理 論的には弱いが文献考証にす

ぐれて いるとして 「メ ラネシアの性差(gender)研 究にささやかな貢献を している」 と,消 極

的なが ら肯定的評価を与えている。
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かつまたそれはトラックの社会文化秩序全体の脈絡の中で考察されるべきことを示唆

している。それゆえ,ま ず次節において,筆 者が住み込んだウ ドット島のマニティウ

(Mwaanitiw)村 のデータから3),神 話と伝説を手がかりに,ト ラック全体の社会文化

秩序における中心の概念の位置づけと意味とを確認することから始めたい。

H.神 話 ・伝説 に み る中心

 トラ ックの伝 統 的信 仰 生 活 の 中心 は,天 界 に住 む最 高 神 の エ ヌ ーナ ップ(En洄nap),

その 兄 弟 の セ メ ンカ ー ロ ル(&〃 襯 ん66707),そ して エ ヌ ーナ ップ の子 供 と考 え られ て い

る ヌー クエ イ ネ ン(Nuukeyinen)の 三 神 で あ った 。 天 地 創造 の 神 は,エ ヌ ー ナ ップ と

セ メ ンカ ー ロル で あ る。 トラ ックの イ タ ン(itang 戦 争,策 術,外 交,神 話,伝 承 な

どの 知 識 を持 つ専 門家)の 間 に は次 の よ うな話 が伝 承 され て い る4)。

 太 古 の 昔,エ ヌ ー ナ ップ とセ メ ンカ ー ロル が,天 か ら地 へ 何 か 雨 の よ うな もの を降

らせ た 。 その と き大 地 が大 き く揺 れ 動 き,大 地 の最 下 層 に住 む 神 ソ ー ロー ン(366γ66π)

が,水 蒸 気 の よ うな 白 い煙 を天 空 に 向 って 立 ち昇 らせ た。 す る と,そ れ らが 結合 して

大 きな 渦巻 き が生 じた。 こ う して,地 上 の あ らゆ る生 命 の 源 で あ って,世 界 の人 間 の

運 命 を左 右 す る,目 に見 え な い不 可思 議 な力 で あ るマ ナ マ ン(manaman)が で きた。

マ ナ マ ンは動 植 物 の 生 命原 理 で あ り,人 間 を動 か す 神 秘 的 な 力 で あ るか ら,明 らか に,

ポ リネ シ アの マ ナ(mana)と 同 系統 の もの で あ る。 トラ ックで は,天 と地 の 結 合 によ

って生 じた マ ナ マ ンが大 地 に播 か れ た と伝 え られ て い る。

 エ ヌー ナ ップ と セ メ ンカ ー ロル が 天 と地 の 中間(nuuk)に 遣 わ した の が ヌ ー クエ イ

ネ ンで あ る。 ヌ ー クエ イ ネ ンは,最 高 神 の命 令 を地 上 に伝 え,地 上 の 出来 事 を 天 に知

らせ る任 務 を持 って いた[神 の 中心 性 は 「ナ ップ」(大 きい 意)と か 「ヌ ー ク」(中 心

の 意)と か い う神 々の 名 前 その もの に示 され て い る]。

 トラ ックで は,こ の三 神 が す べて の霊 的存 在 の 中心 で あ り,人 々 は さま ざ ま な機 会

に この三 神 を崇 拝 した 。 この神 々 は人 間 を愛 し,殺 人 ・窃 盗 の よ うな悪 い行 為 を戒 め,

良 い行 い をす る者 に は利 益 を与 えた が,逆 に,悪 い行 い をす る者 には,遠 島,病 気,

死 の よ うな災 い を もた ら した。

 と ころ で,エ ヌ ー ナ ップ は さ らに,地 上 に 二 人 の キ ョウダ イ,ニ オ ウプ フ ェヌ

3)ウ ドッ ト島は トラ ック環礁 のほぼ中央部に位置する。ウ ドッ ト島の調査にあた っては,園 田

学園女子大学海外研修費(1987年 度)の 助成を得た。

4)イ タ ンの知識 については,ウ ドッ ト島の旧総首長キ ントキ ・ヨゼフ(Kintoky Joseph)氏 よ

り教えを受けた。
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(ハ碗0観 ψψ ηの とネ ー ウォ ー ニ フ ェ ヌ(ハ 伽 ω00η擁 ηの を遣 わ した 。 ニオ ウプ フ ェ ヌ

(土 地 を産 む意)と ネ ー ウ ォー ニ フェ ヌ(子 供 を育 て て 土 地 に与 え る意)は,大 地 に

人 間 の 子供 を産 ん で殖 や した5)。

 人 間 が殖 えて の ち,ト ラ ックへ 最初 に移 住 して きた 人 々 は,コ シ ャエ島 か ら渡 って

きて,ま ず トラ ック環 礁 の 西 側 の水 道(入 口)か ら入 った。 け れ ど もあ い に くの 天 候

で視 界 が閉 され,前 方 に何 も見 え なか った。 ち ょ う どカ ヌー が トル島(ト ラ ック最 大

の 島)の 近 くまで 来 た と き天 気 が 回復 して,突 然,前 方 に トル 島 の高 い山 々が立 ち塞

が った。 人 々 は その 山 を見 て6),口 々 に 「山 だ!」 と叫 ん だ。 以 来,こ の環 礁 は トラ

ック(Truk 山 の意)と 呼 ば れ るよ うにな った。

 しか し,ち ょ う どそ の 時,潮 の流 れ が 速 くな って それ以 上近 づ け なか った の で,一 旦

水 道 の外 へ 出て,迂 回 して 別 の 水道 か ら入 り直 し,モ エーン島 の メ チ テ ィウ(Mechitiw)

村 へ 到 着 した 。 そ れ ゆ え,現 在 の主 島 で あ るモ エ ン島 が トラ ック全 体 の伝 承 上 の 発 祥

地 とな った 。 そ の後,人 間 が殖 え る につれ て,モ エ ン島 か ら周辺 の島 々 に移 住 して 行

った 。

 ウ ドッ ト島 に最 初 に移 り住 ん だの は,二 人 の 姉 妹,ニ ー サ モ レー ノ ン(Niisamz�-

reenon首 長 の妹 の意)と ニ ー ラポ レー ソ ン(醐 噸 ωo瑠50π 「そ こ に住 む」 意)で あ

る。 この 姉 妹 が ま ず マ ニ テ ィウ村 に住 み,そ こで 子 供 を産 ん で殖 や した と伝 え られ て

い る。

 さて,か つ て ウ ドッ ト島 は,伝 承 上 の発 祥 地 で あ るマ ニ テ ィ ウ村 の 他,ペ ニ ア(Pe-

niya),モ ノ ウ ェ(Monowe),ト ゥ ンヌ ー ク(Tunnuuk),ウ ォニ ップ(Woonipw),

フ ァナマ(Fanama)の 合 計6つ の村 か ら成 って いた(図1参 照)。 さ らに,表1に 示

した よ うに,こ の6つ の 村 は西 側 と東側 の二 つ の グ ル ー プ に分 かれ て い た。 西 側 に は,

マ ニ テ ィ ウ,ペ ニ ア,モ ノ ウ ェ,フ ァナ マが属 し,東 側 に は トゥ ンヌ ー ク とウ ォニ ッ

プ が 属 した。 マ ニ テ ィ ウ と トゥ ンヌー クが それ ぞ れ の グ ル ー プ の 中心 で あ った 。

 伝 承 によ ると,ト ラ ック に最 初 移住 して 来 た の は サ プ ヌ ピ(S�z�nupi)氏 族 で あ っ

た?》。 ウ ドッ ト島 に最 初 移 住 した二 人 の女 性 も この氏 族 の 出で あ った。 後 に,さ ま ざ

まな 氏族 が この サ プ ヌ ピ氏 族 よ り分 かれ た。

5)こ の二人の神の うち一人が男性であるか女性であるかはまだ明確 に断定できない。ニオウプ

 フェヌは明 らか に女性であ るが,ネ ーウォニフェヌも接頭語 ネー(nee)が 女性を表わす と思わ

 れ るので,お そ らく女性である。

6)ト ル島の ウィニ ・プウェー ト(Winipw鳬t)山 が最高峰で,海 抜443 mあ る。 ウィニ ・プ ウ

 ェー トとは 「鼻の上」の意味である。 この山を ウドッ ト島か ら眺めると人間の鼻の形に見える。

7)本 論で は,母 系出自集団に相 当す る トラックのエイナ ン(eyinang)と エテ レケス(eterekes)を,

 ま とめて 「母系氏族」あ るいは単に 「氏族」 と呼ぶ。エイナ ンは一般 にエテ レケスよ り範囲の

 広い母系の メンバーを含む。
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図1 ウ ド ッ ト 島 地 名

太い破線 はかつての行政区分である。

ヌクヌ ウァファウ,イ ナカ,ネ ーポンの村 と しての独立は新 しい。

「首の後 ろ」 の意味を持つ ヌクヌウァファウの名称は,島 の頭にあたる

マニテ ィウと島の腹にあたる トヴンヌークとの関連でつけ られて いるも

のと思われ る。

 サプ ヌ ピ氏族 が ウ ドッ ト島 を支 配 して いた 時 代,マ ニ テ ィ ウ,ペ ニ ア,フ ァナ マ は

一 つ の 村 で あ った
。 と ころ が,そ の 後,フ ェ フ ァ ン島 に興 った 一氏 族,サ ペ ノ(Saψe一

π6)氏 族 が勢 力 を持 ち,戦 争 で サ プ ヌ ピ氏族 を 倒 して ウ ドッ ト島 の 支 配権 を確 立 して

か ら,サ ペ ノ 氏族 の総 首 長(sowupmptvdin)8)の 息 子 た ち が それ ぞれ の 村 の 首 長 に任 命

され て 独 立 の村 に な った と伝 え られ て い る。

 第 二 次大 戦後,以 上 の6つ の村 に加 え て,ネ ー ポ ン(Neepwon真 中の 意)が ウ ォ

表1 ウドット島の村の名称 とその意味

西側 グループ

   マニティウ……よそか ら来た人 々の世話 をす る意

    ペニア    時 々悪 い行いをする意

    ファナマ………紛争の調停をする意

    モノ ゥェ………仕事をす ぐかたづ ける意

東側グループ

    トゥンヌー ク…言 うことを きかない意,中 心 の意

    ウォニ ップ……腹の上の意

8)日 本 の 統 治時 代,ソrプ ン(sozvuPwpndn,9)は 総村 長,各 村 の首 長(s6mw・on)は 小 村長 と呼 ば

れ た 。 ソ ー プ ンは大 酋 長ま た は高 等 首 長(high chief)の 呼称 を 使 うこ と もで き よ うが,本 論

で は総 首長 と呼ん で お きた い 。
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ニ ップ か ら,イ ナ カ(日 本 名)が トゥ ンヌ ー クか ら,そ して ヌ ク ヌ ウ ァフ ァウ(N丘k丘 一

n倞馭駢u首 の後 の意,後 述)が ペ ニ アか ら分 かれ て 独 立 の村 にな った。

 とこ ろで,サ プ ヌ ピ氏 族 が ウ ドッ ト島 を 治 め て いた 時代,マ ニ テ ィ ウ村 とペ ニ ア村

が,神 話 ・伝 説 上 の 総 首 長 ソ ウマ ル(80ω 膿 ωmω 磁7)の 直 轄 地 で あ った とい う 伝承

が あ る。

 ポ ナ ペ 島 を治 めて い た 神 話 上 の始 祖 ソ ウ フ ォ ー ヌ ピ(5bω げ66πゆ)は,妹 の ニ コ ウ

プ ー プ(ハ 碗加 観ψωπ2ψω;o観 ψω は 産む 意 味 で,翻 ψ ω は腹 を意 味 す る)の8人 の 息

子 た ち を,カ チ ャ ウ(Kachaz� コ シャ エ島 の こ と)か らカ ロ リン諸 島の 島 々 に遣 わ せ}

そ れ ぞ れ の 島 の支 配 者 と した 。

 コ シ ャエ 島 に は長 男 の ソ ウカ チ ャ ウ(Soz�kachazv)が 留 ま り,ト ラ ックの モ エ ン島

に ソ ウ ウ ォニ ー ラス(30ω πω66ηだ7・α∫),フ ェフ ァ ン島 に ソ ウフ ァ(5bω ψ),ト ル 島 に ソ

ウ トル(Soz�tol),ウ マ ン島 に ソ ウ ク ウ ォプ(30ω 嘘 πωψω),そ して ウ ドッ ト島 に ソ ウ

マ ル を遣 わ した 。 さ ら に, トラ ックの 離 島 に は ソ ウ フ ァナ ー ヌ(30ω ψ πααηの を,

ヤ ップ 島 に は ソ ウヤ ップ(5bω りψ)を 派 遣 した 。

 この う ち,ウ ドッ ト島 に遣 わ され た ソ ウマ ル は,マ ニ テ ィウ村 に住 み,島 を 治 めた

と伝 え られ て い る。 しか し,奇 妙 な こ と に,ウ ドッ ト島 の 中心 は マニ テ ィ ウで はな く

トゥン ヌ ー クで あ る と され て い る。 これ には次 の よ うな 理 由 が あげ られ て い る。

 第 一 に,ト ゥ ンヌ ー ク は地 理 的 に ウ ドッ ト島 の 中心 部 に位 置 して い る。

 第 二 に,ト ゥ ンヌー クは,ウ ドッ ト島 を 人 間 に た とえ る と 「腹 」 に あた る。 トゥ ン

ヌ ー ク は,パ ンの 実,タ ロイ モの よ うな作 物 の豊 富 な地 域 で,人 間 に 「食物 を 与 え て

くれ る場 所 」 で あ るか ら,人 間 の 食 物 の 入 る場 所,つ ま り腹 と同 じで あ る。

 トゥ ンヌ0ク とい う名前 は,要 す る に,島 の 中心 一腹 を意 味 す る。 ヌ ー ク は 中心 の

意 味 で あ る が,同 時 に腹 を も意 味 す る。

 島 と同様,そ れ ぞ れ の村 に もヌ ー クが あ る。 そ れ を筆 者 が 住 み込 ん だ マニ テ ィ ウ村

の例 で もって 説 明 しよ う。 マ ニ テ ィウ に は,ソ ウマ ル が初 めて ウ ドッ ト島 へ 来 たの に

因 ん だ地 名 が い くつ か あ る。

 一 つ は,マ ニ テ ィ ウ村 の背 後 に あ る山 の 頂 にあ るフ ァ ー ウ ワル(Faawwar)で あ る。

フ ァー ウは 「石 」 の 意 味 で,ワ ル は 「来 た」 と い う意味 の動 詞 で あ る。 山頂 に現 われ

た ソ ウマ ル を見 て,人 々が 「ソウ マ ルが 石(声 αω)の 上 に来 た(z�r)」 と叫 ん だ と こ

ろ か ら,こ の 地 名 が で きた とい う伝 説 が あ る。

 二 つ 目は,マ ニ テ ィ ウ村 の リー フの少 し沖 合 にあ るフ ァー ウプ ェル(Faawpwer)で

あ る。 これ は平 た く大 きな 岩 で,少 し満 ち潮 にな る と水 面 下 に沈 む の でふ だん は見 え
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な い が,干 潮 にな る と姿 を現 わ す。 この岩 の 名 前 の 由来 も山頂 の 地 名 と同 じで,こ の

岩(faazv)の と こ ろで漁 を して いた 人 々が,山 頂 に姿 を現 わ した ソ ウマ ル を見 て 「ソ

ウ マ ル が来 た(pz�r)」 と叫 ん だ と ころ か ら,フ ァー ウプ ェ ル と呼 ば れ るよ う にな った

と伝 え られ て い る。

 さ て,マ ニ テ ィ ウ村 に も,い くつ か の 中心(ヌ ー ク)が あ る。

 第 一 は,山 頂 の フ ァ ー ウ ワル の右 下 に あ る 「ヌー カ ン」(Nuukan)と 呼ば れ る土 地

で あ る(図2参 照)。 ヌ ー カ ンは ヌ ー ク と同義 で,マ ニ テ ィ ウ村 の食 物 の 中心 を意 味

す る。

 第 二 の 中心 は,ソ ウマ ル伝 説 に関 連 の あ る上 述 の フ ァ ー ウプ ェル で あ る。 この 岩 は,

村 の 中心 部 に位 置 す る。 さ らに,現 在 の村 の政 治 の 中 心,つ ま りサ ペ ノ氏族 の集 会 所

の 沖合 に あ る。

第三 の 中心 は,や は り ソ ウマル 伝 説 と関 係 の あ る ウ ィニ フ ァ ウ(Winif駢﨎ﾎ の

上 の 意)と ウ リケ フ ィ ン(W侔ikefin立 ち入 り禁 止 の 意)で あ る。 かつ て は,ウ ィニ

フ ァ ウの上 側 に多 数 の人 家 が あ った 。 この土 地 に は大 きな岩 が あ る が,そ れ は ソ ウマ

ル の 「遊 び場 所 」 で あ っ た と い う9》。 そ の岩 の 下 側 に,ウ リケ フ ィ ンと名づ け られ た

土 地 が あ る。 こ こに はか つ て ソ ウマ ルの 集 会 所 が あ った と い う伝 説 が あ り,そ の た あ

この土 地 は現在 で も 「人 間 の 住 む世 界 の 中心 」 で あ る と考 え られ て い る。

 以 上 の よ うに,ト ラ ックで は,島,村,土 地 の そ れ ぞれ の レベル に神 話 や 伝 説 に よ

って 裏 づ け さ れた 中心 が あ り,そ れ も多 義 的 に設 定 され て い る。 この 中心 の 意 味 を よ

り深 く理解 す るた め に は,土 地,社 会 関 係,及 び母 系 出 自体 系 にお け る女 性 の 中心 的

な 位 置 づ け か ら検 討 して お く必 要 が あ る。

皿.土 地 と腹 の シ ンボ リズ ム

1. 中心 と して の女性

 トラ ック に は 「フェ フ ィ ン ・エ ナ ップ」(多 φπθηψ)と い う慣 用 旬 が あ る。 「エ ナ

ップ」 と は 「大 き い人 」 あ る い は 「中心 的 な人 」 の意 味 で あ るか ら,「 女(フ ェ フ ィ

ン)は 偉 い」 とい うほ どの 意 味 に解釈 で きよ う。

9)ウ ィニフ ァウと ウリケ フィ ンの近 くに,ソ ウマルの時代 に造 られたとい う石畳の歩道がある。

この道 ぽWoneen(仲 間の意)と 名づ けられ,ソ ウマルの 「遊び場所」 と伝 え られて いる。 し

か し,日 本統治時代 に造 られ たと推測す るイ ンフォ0マ ントもいるので,ス ペイン,ド イツ,

あるいは日本の統治時代に外 国人によ って造 られた後,そ れが伝説化 した可能性 も否定で きな

い。
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 ふつうこの言葉は女が男を指図するという意味で使われる。 トラックの男は 「女は

理由もな く感情的 に怒るから犬 と同じ」だと言 う。 女 は男にしばしば激 しい口調で

「吠える」。 男はその 「激 しい口調」が恐ろしいが,妻 を大事にしているから罵 られ

ても黙 ってじっと耐えることが多いのだと言 う。

 もちろん,こ れは主観を交えた男側の言い分にすぎない。夫も妻に対 して攻撃的に

振る舞iうことはよくある[SWARTz l958]。 事実,ト ラックの女性は家庭内での男性

の暴力を恐れている。従って,女 性上位は,あ くまで個人差の問題として理解 しなけ

ればならない。

 む しろ,問 題はこのような文化理念の生 じる社会的背景であろう。その理由は後に

明 らかになるはずであるが,さ しあたり,「 女は偉い」といわれるその他の理由をい

くつかあげておきたい。

 (1)女 は男の行 く道

 トラックには男が女について行 く,あ るいは男が女に奉仕するという意味の慣用句

がある。

女 は男 の 行 く道(mw矣n fﾘniten feefin)

男 の 骨 は女   (6乃滋露`ゐ既ノ珍φπ)

 いずれの慣用句も,「 女 こそ男 の生き甲斐」 という意味を持つ。 後者の 慣用句の

「骨」は男の精神的な支え,つ まり生 き甲斐を表している。男性のインフォーマント

の一人は,こ の2つ の表現を説明 しながら次のように述べた。

「女は男の命 だ。 男は女か ら命を授か った(つ ま り女か ら生 まれた)の だか ら女のために命

を捨てる。男 は女のために命を大切に し,女 を護 り,身 体を丈夫 に保つよ う心掛 ける。この

世に女 がいなければ喜びがない。この世に喜びがあるのは女 がいるためだ。女が この世 にい

なければ淋 しくて気が狂 うだろう。」(括 弧内は筆者補足)

 以 上 は私 的 な発 言 で はあ るが,一 般 に受 け容 れ られ て い る見 解 で もあ る と思 わ れ る。

 「女 は男 の行 く道 」 の別 の例 は,居 住 規則 に見 る ことが で き る。 た だ し,妻 方 居 住

が多 い と はい え,そ れ を 「規則 」 と呼 べ るか ど うか は疑 問 で あ る。

 娘 の両 親 の許 可 が 得 られ る と婚 約(層 ∫6'様 子 をみ る意)を す る。 そ の際,婚 約 し

た男 の 側 の親 族 が一 回 目の キー ス(kiis姻 族 間 で 交 換 され る物 財)を す る。 最初 の キ

ース は石 焼 き した食 物 を贈 るの で ウ ー ム ・キ ー ス(ω ππη3ωkiis)と 呼 ば れ る。 そ の返

礼 と して,女 側 は魚 を贈 る。 これ は マ ー二 ・キ ース(〃26圏π∫%GZZS)と 呼 ばれ る。

 二 回 目 の キ ー ス は,結 婚 の と き取 り交 され る。これ を ウ ー ム ・ウア ス(wuumw wuas)
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と呼ぶ。ウアスとは両親を残して去る意味で,文 字通り,結 婚すると女性は夫に連れ

られて家を出る。ちょうど男女が一緒に道を歩 くとき男の方が先に行 くのが正式マナ

ーであるように,結 婚 してから女性が男性の家に移るのが本筋と考えられZい る。

 しかしなが ら,そ れに矛盾する別の力が働 く。つまり,妻 は夫を自身の親兄弟に奉

仕させる義務があるので,夫 に圧力をかける。そのため,結 婚当初 は夫方と妻方を往

来する生活が しばらく続 き,最 終的には,夫 婦の独立の家を建てて住むか妻方の家に

引っ張 られてそこに落ち着 くことが多い。

 mに,妻 方に住まないとうまくいかないと考えられている。それは妻とその親族

の社会的牽引力の方が夫方のそれより勝っていることを示 している。妻方居住は 「女

は男の行 く道」の社会的帰結と言えよう。

 (2)女 は土地を釣る

 女が 「土地を釣る」(吻 ψ伽」物の という慣用句は第一一にキースに対 して使われる。

しかしそれはより広い意味も含んでいる。

 すでに述べたように,結 婚に際して夫方は妻方の親族にキースをするが,食 物以外

に土地をキースすることもある。土地のような大 きな姻戚間の贈与は返済を義務づけ

られているので互酬的であるが,夫 から妻に与える土地のキースを,妻 が 「土地を釣

る」と表現する。次のような話 しが伝え られている。

 モエン島とウドット島の間にアーヤ ン島と呼ばれる島がある。昔,そ の島を所有 し

ていた男が妻を深 く愛 していたので,死 ぬ前にその島を妻 に与えるよう遺言 した。遺

族は遺言に従い,そ の島をその女性に与えた。以来,そ の島はアーヤン島(吻 砺 釣

った島の意)と 呼ばれるようになった。

 土地のキースが互酬性を理想としているにもかかわ らず,「 女は土地を釣る」 と言

われる正確な理由は明 らかでないが,ア ーヤン島の伝説が示すように,夫 が妻に土地

を与える機会がしばしばあるからだと思われる10)。

 さらに,結 婚後,永 続的に取 り交される姻族問の贈与交換(キ ース)に は,互 酬性

を理想としてはいるが不均衡な面 もある。夫は妻の兄弟のさまざまな要求を拒むこと

ができないからである。夫が妻の兄弟に与えた物を取り返すのは,一 度吐き出 したも

のを食べる 「犬のようだ」として嫌われる。

 「イノウモ ト@0ω η0彦0),イノウモナ@0ω 祝0πの」 というイタ ンの言葉 もある。前

10)ウ ドッ ト島 の 隣 りの ロマ ヌ ム 島で フィー ル ド・ワー クを 行 な った グ ッ ドイ ナ フ[GoODENOUGH

 1951:50]は,「 この取 り1引き(kiis)は 動 産 の み に限 られて い るよ うだ」 と述 べて い る。 しか

 し,明 らか に土 地 の キ ー ス も ウ ドッ ト島で は 行 なわ れ て い る。
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者 は,結 婚 す る と女 は財 産 を持 って来 る と い う意 味 で,逆 に後 者 は男 が結 婚 す る と土

地 ・財 産 を持 ち 出す,と い うほ どの 意味 で あ る。 同様 に,イ タ ンの言 葉 と して 「イナ

ヌ メ ト(inanumeto),イ ナ ヌメ イ ノ(inanumein�)」 が あ る。 ヌ メ(nume)と はカ ヌー に

入 った水 を掻 き出 す杓(nuume)の こ とで,前 者 は,女 が杓 で カ ヌ ー に水 を入 れ,後 者

は男 が カ ヌ ーの水 を外 に汲 み 出 す た とえで あ る。 この 場合,カ ヌ ー は母 系 集 団 の比 喩

で あ る。

 いず れ も女 性 の有 用 性 を説 く言 葉 で あ るが,「 女 は土 地 を釣 る」 とい う表 現 は,そ

れ が 貴 重 な財 産 で あ るゆ え に,女 性 の 価 値 を 説 く集 約化 され た 表 現 とな る。

 (3)女 は 中心 を強 く縛 る

 「男 が女 の後 をっ い て行 く」 の も 「女 が土 地 を釣 る」 の も女 佐 が母 系 集 団 の 中 心

(ヌ ー ク)に あ るか らで あ る。 女 性 は土地 に子 供 を産 ん で殖 や す腹 を持 つ ゆえ に,母

系 氏族 の ヌ ー ク(中 心 ・腹)と な る。

 女 性 の 中 心 性 を端 的 に表 わ す概 念 は ナ ー ・リ ・ヌー ク(naa ri nuuk)で あ ろ う。 こ

の言 葉 は母 と子 の 関係 を表 わ す の に使 わ れ る[KAwAI l987:ll8-ll9]。 ナ0(naa)

は女 性 の尊 称 で あ り,リ(riま た は7勿 ♪)はヤ シ縄 で 縛 る意 味 を持 つ。 ヌニ ク(nuuk)

は無 論,腹 ま た は 中心 の 意味 で あ る。 それ ゆ え,ナ ー ・リ ・ヌ ー ク は 「女 性 が 中心 を

強 く縛 る」 とい うほ どの 意味 で あ ろ う。 母 系 出 自 は,ナ ー ・リ ・ヌー クの連 続 した も

の と捉 え る ことが で き る。

 母 と子 は,同 じ母系 集 団 に所属 し,肉 を意 味 す る フ トゥク(futuk)の 強 い絆 で結 ば

れ る。 父 と子 は,別 々の母 系 集 団 に 所属 し,血 の意 味 の チ ャー(chaa)の 関係 に あ る。

ナ ー ・リ ・ヌ ー ク は フ トゥクの 関 係 の み を指 す の で,父 と子 は ナ ー ・リ ・ヌ ー クで も

フ トゥクで もな い11)。

 父 を排 除 した 母 と子 の一 体 化 され た イ メ ー ジ は,「 家 族 」 に もあ る。 トラ ック に は

核 家族 に相 当す る概 念 と して イ ネプ ィ ナ ゥ(0       00    z吻 ωzzπ8ω)があ るが,こ の言 葉 は,イ ネ

イ(iney母 の意),ブ イ(pz�iキ ョ ウダ イの 意),ナ ー ウ(naaz�q 供 の 意)の 合 成 語

と考 え られ,そ の 中 に父(semey)は 含 ま れ て い な い。 イ ネ プ イ ナ ウか ら連 想 され るの

は,一 人 の 女 性 が機 織 りを して い る と き,そ の夫 と子 供 が手 伝 い 協 力 して い る姿 だ と

いわ れ るが,い ず れ にせ よ,女 性 が その 中心 に あ る。

 母 と子 は,同 じヤ シの 葉 に もた とえ られ る。 ヤ シの葉 は,一 本 の太 い枝 を中 心 に,

11)母 と子が ナー ・リ ・ヌークであるのに対 して,子 供は父 のアファクール(騨 版7)で ある。 父

 と子は異 なる母系氏族に所属す るので ナー ・リ ・ヌークではないが,父 と子の関係が社会学的

 重要性 を持たないとい うことではない。
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その両側に細 くて長い無数の葉を拡げる。枝を中心として,一 方の側の葉が母親であ

り,他 方の側が子供である。そこには,片 側 と片側が合わさって一つの大きな葉にな

るという,母 と子のr体 化されたイメージがある。同様に,母 と子は同じヤシの木に

なる実であるとも言われる。一本のヤシの木には,ほ とんど同じ形の実が鈴なりにな

る。 ここにもやはり,母 と子の対等で一体化されたイメージがある。以上のような比

喩的表現も,や はり父と子の関係に対しては使われない。

 すでに明 らかなように,親 族領域において女性が中心(ヌ ーク)的 であるのは,何

よりもまず女性が子供を産む腹(ヌ ーク)を 持つか らである。

2. 腹 と しての土地

 さて,こ こで土地と女性の隠喩的連合の問題に目を転 じてみよう。まず,土 地と人

間との関係は次のような慣用句によく表されている。

人 間 だ けが 土地(α γα初∬0雄 躍πの

人 間 鮒 が 食物(・ ・郷 磁 鵬 写の

人 間 だ けが 財産(aramas ch駝 ｢isek)

人 間 だ けが 仕事(aramas ck駝 疣gaang)

 人間(aramas)が いれば土地(拶 磁)も 食物@ω4η9の も財産(ρ卿ん)もある。 つまり,

人間が土地に住み,そ こで働いて(angaang)は じめて土地も活 き,食 物や財産ができ

る。言い換えると,人 間が土地に住み,耕 し,木 を植えて仕事をすれば,土 地は役に

立つ。人間がそこで働かなければ,悪 い木が生えて役に立たない土地(ππ⑫ ゴ㎎Pα切 に

なる。それゆえ,人 間が土地であり,土 地が天間である  上記のセットになった4

つの慣用旬はこのように教えている。

 土地は人間に食物や財産を与えて くれるが,逆 に,人 間が土地に働きかけることに

よって土地が活きるという 「文化の弁証法」12)がここに認められる。

 人間の住む土地の作物はよく育つが,人 間の住まない土地の作物は育たないという

彼らの思考 も,や はり人間と土地との情緒的つながりを反映 している。作物は人間の

声を聞くとよく実を結ぶ。 ファナン(ノ枷αη9料 理場)の 煙が木の股か ら立ち昇ると,

その匂いを木が嗅いで実を大きくつける。木が人間の住む家を見下すと大きく育つ。

12)ラ ビー[LASBY 1976]は ヤ ップの民族誌 を記述 して,人 と土地との相互規定的関係を 「文

 化の弁証法」 と呼ん だ。 ヤップには トラックより複雑な首長制度が発達 して おり,浄 と不浄の

 観念 にもとづ き土地 が格づけされている。社会的地位 はどの土地を所有 し,ど の土地 に住むか

 により決まる。

  トラ ックにはそのように明確 な土地 と社会的地位 との対応関係は認め られないが,人 と土地

 が相互に依存 しあ うとい う思考 は認め られ る。
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そ して,人 間 が パ ンの 実 を掲 くと,そ の音 を聞 いて木 が喜 び大 きな 実 を つ け る。 この

よ うな人 間 の 声,匂 い,音,つ ま り生 活 の 気 配 は,作 物 に刺 激 を 与 え る効 果 が あ る と

考 え られ て い るので,オ トーメ イ(�oomey パ ンの 実 の 豊穣 を祈 る儀 礼 の 意)と 呼 ば

れ る。 人間 が いて 土 地 は活 き るの で あ る。

 さ て,土 地 はい くつ か の点 で女 性 に似 て い る。 な ぜ な ら,土 地 は人 間 と同様,食 物

の貯 え られ る場所 で あ り,女 性 が子 供 を産 む よ うに作 物 を生 産 す るか らで あ る。

 土 地 を女 性 と同0視 す る思 考 は,人 間,特 に女 性 の身 体 名称 が地 名 にな って い る例

の あ る こ とか ら も推 測 で き る。 図2に 示 した よ うに,た とえ ば ウ ィニ モ ンモ ン(Wini一

痂6㎎ 緬6㎎)は 「頭 の 上 」 の 意味 で,現 在 そ こに は キ リス ト教 教 会 が 建 って い る。

また,マ ニ テ ィ ウ村 の 最 高位 氏族 の サ ペ ノ 氏族 の集 会 所 の あ る土地 ネオ ウプ(Neeoz�一

ρω)は 「乳 房 」 の 意 味 で あ る(因 み に,筆 者 は こ の 土地 に住 ん だ)。 そ の他,「 腹 」

(nuukan),「 肩 」(膨7卵 諏),「 目」(neemesey),「 手 」(ρ伽),「 口」(解8肋 加 ω)を 地

名 とす る土 地 もあ る13)。 配 置 は必 ず しも正 確 とは言 えな いが,図2を 眺 めて 女 性 が う

つ伏 せ にな り横 た わ って い る姿 を連 想 す るの は,筆 者 の思 い過 ご しで あ ろ うか 。

 山 を女 性 と見 る発 想 は 確 か に トラ ック人 の 心 の 中 に あ る。 彼 らは 山 に入 る こ とを

「トゥ ッカ ゥ ィ0ウ ィ ー」(tukkazviiz�i)と 表 現 す る ことが あ る。 これ は一 入 の 女 性 が

複 数 の 男性 と性 交 す る意 味 で,こ こか ら男 性 が 山 に入 る行 為 を 性行 為 と同0視 して い

る ことが わ か る。 同様 に,男 が山 に入 る こと を 「トゥー キー ・サ ム」(伽 砂 ∫伽 ω)と

言 うこ と もあ る。 これ も 山 を 自分 の もの にす る意味 で,セ ックス の メ タ フ ァー で あ る。

山 が女 性 に た とえ られ て い る こ とは,「 妻 が い る」 と言 う代 わ り に 「山 が あ る」 と表

現 され る こ との あ る こ とか らも明 らかで あ る。 さ らに,山 は女 性 の恥骨 と,そ の 山 に

生 えて い る木 は女 性 の陰 毛 と,同 一 視 され て い る。

 山 に限 らず,土 地 そ の もの が女 性 の イ メー ジで 眺 め られ て い る。 実際,ト ラ ック環

礁 内 に あ る島 の 一 つ,フ ェフ ァ ン(Fefan)島 の 名 前 は女 性(feefin)に 由来 す る し,ウ

ドッ ト島 に あ る村 の 一 つ,ウ ォニ ップ は 「腹 の 上 」(ω66ωπψω)の 意 味 で あ る。 さ ら

13)「 口」(π蹴 」7加ω)は 正 確 に は 「口か ら採 る 」 意 味 であ る。 グ ッ ドイ ナ フ[GoODENOUGH

 l951:172]の 作 成 した ロマ ヌ ム島 の土 地 地 図を 眺 め て み る と,や は り 「口の 中」(Neej6)と 記

 され る土地 名 が あ る 。

  この地 図を み る と,マ ニ テ ィ ウとの共 通 点 が い くつ か あ る こ とに気 づ く。ま ず,島 の 中央 に

 "Nuuken F�y"(土 地 の 中心 の意)が あ る 。 さ らに,"Wini-pw�t"(鼻 の上),"Winipw�"

 (手 の 上)の よ う な,身 体 名 称 の 地 名 もあ る 。 ま た,石(ノ どω4)に ま つ わ る 地 名 も多 い 。
"Winif�"(石 の 上)

,"N㏄ttifεw"(重 な った石),"Woccof�"(お そ ら くMakkof駢の 誤

 りで,割 れた石 の意),"S�wuni-f�"〈 石 の 半 分 半 分), "Neef�yf�"(石 だ らけ),

 "Neef�ynap"(大 き い石 の あ る場 所),"Neejin Achaw"(石 の源)な ど多数 あ る。

 土 地 名 と して 身 体 名 称 と石 にまつ わ る 名前 を つ け るの は トラ ック全 域 の傾 向 ら しい。
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に,港 や 水 道 も女 性 と み な され て い る。 そ こ に出入 りす る舟 が男 性 とい うわ けで あ る。

 土 地 と女 性 との 象 徴 的 関係 を示 唆 す るデ ー タ は他 に もあ る。作 物 が ネ ィ ・モ ル コ ン

(neyi〃20剛届 π)と 呼 ば れ るの もそ の一 例 で あ る 。 ネ ィ もモ ル コ ン も 「子供 」 を意 味 す

る。 トラ ッ クに は,菜 園 に入 る時 は朝 食 前 に行 か な けれ ば な らな い と い う俗 信 があ る

が,そ れ は 自身 が 食 事 を と る前 に菜 園 の 「子 供 」(作 物)に 食 べ させ るた め だ と説 明

され て い る14)。

 女 性 と子 供 の イ メ0ジ で捉 え られ る土 地 は,エ ヌ ー ナ ップ,ヌ ー ク エイ ネ ンその 他

の 男 性 の神 々の 住 む 天 と対 照 的 で あ る。神 話 で は,エ ヌ ーナ ップ に よ り,子 供 を殖 や

す た め大 地 に送 られ た 神 々 は女 性 で あ った。

 天 と地 の対 照 性 が ど の 程度 男 性 と女 性 の二 元 論 的 世 界 観 を 反 映 す る もの で あ るか は,

よ り詳 しい調 査 と考 察 とを必 要 とす るが,こ こで,天 と地 の結 合 に よ って 地上 の 生 命

原 理 と して の マ ナ マ ンが 創 造 され た プ ロ セス が,女 性 の 体 内 で胎 児 の形 成 され るプ ロ

セ ス と よ く似 て い る事 実 を指 摘 して お くの も,無 駄 で は あ るま い。

 トラ ックで は,男 性 の 「血 」 が胎 児 の生 命 の源 と考 え られ て い る。 その 血 が女 性 の

体 内 に入 る と,胎 児 が形 成 され 始 め る0し か し,一 カ月 目 まで は男 性 の血 の ま まで あ

る。 と こ ろが,2～3カ 月 経 つ とそ の血 が 次 第 に肉(fu彦uk)に 変 化 す る。 この段 階 は

オ ヌ ー ロ ン(onuuron)と 呼 ば れ る。 オ ヌ ー ロ ン とは,胎 児 が 人 間 の 身体 と な って,子

宮 に包 まれ て い る とい う意 味 で あ る。4カ 月 目 にな る と,こ のオ ヌー ロ ンが完 全 に 肉

に変 化 し,モ ル コ ン(moruk�子 供 の意)と な る。 歩 き始 め の子 供 まで が モル コ ン と

呼 ば れ るか ら,妊 娠4カ 月 目 が大 きな 節 目で あ る こ とが わ か る。 そ して,妊 娠6カ 月

目に完 全 な人 間 の形 に な る。

 要 す るに,胎 児 の形 成 過 程 は,父 の 血 が母 の 肉(フ トゥ ク)に 変 化 す る過程 で あ る。

これ は,父 方 よ り母 方 を 重視 す る彼 らの社 会 観 に一 致 す る。 しか も,天 よ り雨 の よ う

な もの(男 性 の 「血 」 に似 て い る)が 降 って,大 地 か ら立 ち昇 った煙(肉 の よ うに 白

い)と 結 合 して生 じる神 話 上 の 生命 発 生 の プ ロセ ス に似 て い る。 生命 は,天 か ら地 へ,

父 か ら母 へ注 がれ,そ こで 育 まれ る。 以 上 の よ うな筆 者 の推 測 が 当 を得 て い る とす れ

ば,大 地 は生命 を育 む 女 性 の 「腹 」 で あ る。

 この問 題 との 関連 で興 味 を魅 かれ るの は,新 生 児 の膀 の緒 と胎 盤 を,産 婦 の 母 系 氏

族 の土 に埋 め る慣 習 で あ る。 トラ ック人 は,膀 の緒 も胎 盤 も腸 の一 部,つ ま り肉(フ

14)タ ロイモ とタロイモの掘 り棒はどちらもwootと 呼ばれ る。 トラックには人を郷楡す るため

wootを 男根 とみなす表 現がある。 この場合,ω ・otが男性の象徴であ り土地(タ ロイモ田)が

 女性 とみなされ るわけであるか ら,掘 り棒で土地 を掘 る男性の行為は性行為を表 していること

 になる。
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トゥク)の0種 と考えている。それゆえ,彼 らの説明によると,膀 の緒と胎盤を氏族

の土に埋めるのは,死 体を埋葬するのと同じである。 「肉(フ トゥク)は 土に帰 る」

と言われる。そのため,死 産 ・流産の子供(そ して成人の死体さえ)も 土に埋める。

人間の肉は,ち ょうどそれが母親の腹から生まれたように,い わば土地という 「腹」

に帰るのである。

IV.腹 の心 と石 の 心

 と こ ろで,ウ ドッ ト島 の 中央 部 にあ る村 の トゥ ンヌ ー ク に,「 土 地 の 中 心」 と か「食

物 の 貯 蔵 場 所」 の意 味 の あ る こと はす で に述 べ た。 この 地 名 に はさ らに 「言 うこ とを

きか な い 」 とい う意 味 もあ る(表1参 照)。 それ は トゥ ンヌ ー クが,「 言 う ことを きか

な い 」 意 味 の ト6一 ヌ ク(ttuun伀)と 発 音 が似 て い る こ とに起 因 す る。 こ こで重 要 な

の は・語 呂 あわ せ そ の もの で はな く,ト ゥー ヌ クの 語源 で あ る。 トゥー ヌ クは 「ヌ ー

ク」(腹 ・中心 の意)に 他 人 の 言 葉 を 入 れ ず,身 体 の外 へ 「飛 ば す 」(伽 の 意味 だ と

考 え られ る。 そ れ ゆ え 「わ が ま ま」 の意 味 にな る。

 それ に似 た 言葉 に``nuky nuuk"が あ る。 それ は腹{nuuk)の 外 側(nuky)を 指 し,

「嫌 い 」 とい う意 味 を持 つ。 逆 に,腹 の 内側(nee)を 指 す``neenuuk"は,「 好 き」 「真 心」

の意 味 で 使 わ れ る。 要 す る に,腹 は感 情 の座 な の で あ る。 トラ ックの人 々 は,騰 か ら

上 の,私 た ちな ら胸 と呼 ぶ 部 分 も含 め て ウ ープ(ω πψ ω),膀 か ら下 を ヌー ク(nuuk)

と呼 ぶ ・ さ らに,そ の両 者 を総 称 して,ヌ ー ク また は ヌ0カ ン(nuukan)と い う。 ヌ

ー ク と 同 じ腹 を指 す 言 葉 に サ ー(saa)が あ るが
,こ れ もや は り感 情 表 現 に使 用 され る。

い くつ か例 を あげ るな ら,``saangaz�"(直 訳 すれ ば悪 いngaz�｠saaの 意味)は 「腹

を立 て る」,"saani"は 「好 き」 の意 で あ る。 また,``saanuuk"と 言 え ば ,「 心 か ら好

き」 の 意味 に な る。

 腹 が 人 間 の感 情(喜 び,悲 しみ,怒 り,好 意,嫌 悪,恐 怖,驚 きの よ うな 心 の 動

き)の 座 で あ る こ と は,以 上 で 明 らか で あ ろ う。

 トラ ッ クの人 々 は,だ れ で も良 い心(nuukeni)と 悪 い心(nuukungar�)の 二 つ の心 が

あ る と信 じて い る。腹 は,相 反 す る善 と悪 の 感 情 の 共 存 す る場 所 で あ る。 そ れ ゆ え,

絶 え ず微 妙 に揺 れ 動 く不 安定 な個 所 で もあ る。 ウ ド ッ ト島の 腹 で あ る トゥ ンヌ ー クが,

呪術 ・宗 教 的 な 特 徴 を付 与 され て い るの は,お そ ら くこ こに起 因 す る。 トゥ ンヌ ー ク

は・妖 怪 や 呪 術 師 の住 ん で いた場 所 と して 知 られ て い る。 最 も有 名 な の は,お そ ら く

ネ ンメ ス(Nemz�z�s)の 伝 説 で あ ろ う。
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 昔,ト ゥ ンヌー クの 山 に魔 法 を使 う一 族 が住 ん で い た。 彼 らは フ ァナ ン(料 理 場)

を空 中 に飛 ば してパ ンモ チ(パ ンの実 を焼 いて揚 き,餅 状 に した もの)を 作 って い た。

あ る 日,ソ ウヤ ップ の娘 の ネ ンメス が トラ ヅク に花 輪 を探 しに行 きた い と ソ ウヤ ップ

に言 った 。 ソ ウヤ ップ は,ト ラ ックに は有 名 な魔 法使 いが い るか ら,南 側 を 通 って は

い けな い と忠告 した。 しか しネ ンメス は その 忠 告 を忘 れ,南 側 を通 って ウ ド ッ ト島 に

や って 来 た 。 一度,ヌ ク ヌ ウ ァ フ ァ ウ(図1参 照)に あ る岩 で一 休 み した あ と,ト ゥ

ンヌ ー クへ 向 った。 トゥ ンヌ ー クの魔 法 使 い は,そ の娘 が ソ ーヤ ップ の 娘 の ネ ンメ ス

で あ る と見 抜 き,呪 薬 を入 れ た 食物 で ネ ンメス を もて な した 。 ネ ンメス は,足 に呪 薬

をつ けて 海 を 渡 ろ うと した が,渡 る こ とが で きず,泣 きなが ら死 ん で しま った 。 死体

は トゥン ヌ0ク の 隣…りの ウ ォニ ップ の山 中 に埋葬 され た。 ネ ンメ スの 亡霊 は現 在 で も

恐 れ られ て お り,暗 闇 に,ネ ン メ～くの大 きな 顔 が浮 ぶ ことが あ る とい う。

 くり返 せ ば,ト ゥ ンヌ ー クが宗 教 的領 域 とみ な さ れて い るの は,ト ゥ ンヌー クが ウ

ドッ ト島 の ヌー ク(腹 ・中 心)で あ る こ と と無 関係 で はな い と思 わ れ る。 ネ ンメ ス が

「腹 の 上 」 の意 味 を持 つ ウ ォニ ップ に埋 葬 され た の は象 徴 的 で あ る。

 ち ょ うど 漢字 の 「中 心 」 とい う文 字 が真 「中」 に あ る 「心」 と書 くよ うに,ト ラ ッ

クの ヌー ク(腹 ・中心)も 「心 」 の座 で あ る。 それ と 同時 に,宗 教 的 な 性格 を 帯 び や

す い。 そ れ は トラ ックの あ らゆ る レベル の 「中心 」 につ いて 当て は ま る。

 トラ ッ クで は,ど の 母 系 氏族 も,作 物 の 豊 富 に で き る土 地 を 中心ﾘ腹 に決 め る。 こ

れ を ヌー ク ・フ ェ ヌ(側 眈 」物4 土 地 の腹 の意)と 呼 ぶ 。 か つて は,そ こに食 物 を 置

いて,エ ヌ ー ナ ップ そ の他 の神 々に豊 穣 を祈 った。

 ま た,家(伽 ω)を 守 護 す る神 は ヌー ク エ イ ネ ン(こ の 神 の 名 その もの が ヌ ー ク,つ

ま り中心 の宗 教 性 を暗示 させ る)で あ る。 昔 は,こ の神 を祀 る神 棚 が 家 の 中心(ヌ ー

ク)に 吊 り下 げて あ り,人 々 は そ こに食物 を捧 げ て祈 った と伝 え られ て い る。

 以 上 の諸 事 例 か ら明 らか な よ うに,腹 は,村,土 地,家 な どの 中心 性 の象 徴 で あ る

ば か りで な く,感 情 と宗 教 性 の座 と考 え られ て い るの だ が,こ こで さ らに,中 心 に係

わ る も う0つ 別 の側 面 に目 を転 じて み よ う。 そ の別 の 側面 とは,中 心 に石 が結 び つ い

て い る事 例 の存 在 で あ る。

 ウ ドッ ト島 に は ヌ ク ヌ ウ ァ フ ァウ(2V髭 伽 伽 醒 ω4)と い う 名 の村 が あ る(図1参

照)。 先 述 の 民 話 で は,ネ ンメス が この村 の岩 の 上 で休 憩 した こ とに な って いた 。

 ヌ ク ヌ ウ ァフ ァウ と は 「首 の後 ろ」 の こ とで あ る が,筆 者 の イ ンフ ォ ーマ ン トの説

明 に よ る と,ヌ ク ヌ ウ ァは ヌ ク ヌ ク(nuk佖伀)に 由来 す る言 葉 で,ヌ ー ク ヌー ク(nuuk-

nuuk)と 同 じ,信 用 の 意 味 で あ る。紐 を結 ぶ と中 心(ヌ ー ク)に 結 び 目が で きる 。結 び
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目は固いから人間の堅さ,つ まり信用を意味する。ファウ(声ωの は石の意味で,紐 の

結び目と同様に固いので,や はり人間の信用を意味する。ヌクヌウァファウは,首 の

後ろに石を置いた状態を指すから,「何があってもなかなか動かない」「信用がある」

と同義である。

 トラックでは,石 は特別な象徴的意味を持つ。そもそも,ト ラック人の源郷 とされ

ているアチャウ(.46加ω)自体が玄武岩の意味である。伝説上の総首長ソウマルが初め

てウ ドット島のマニティウ村へやって来たのも石の上であった。さらに,ソ ウマルは

石の上(粥 π酵ωの に住んだと言い伝え られている。 図2に 示したように,石 にまつ

わる地名も多い。

 特に興味深いのは,石 が人間性を表わす象徴として使用されていることである。'ト

ラックには,今 まで論 じてきた 「腹の心」の他 に,「石の心」(盈 膨勧 ヴ加ω)と 呼

ばれるものがある。 それは 「石のように何 も考 え ない」(つ まり頭が悪い)と いう

否定的意味と,「 石のように強い心を持つ」 という肯定的意味とがあるが,概 して後

者の意味で使われることが多い。ヌクヌウァファウがそうであったように,石 を身に

つけるのは,「 強い心」を持った立派な人間の比喩的表現である。 「重い頭」(〃～66㎎」

σ乃6加ω瑚)は,頭 に石を置いて身動きできない意である。 これは 「石を腰に置く」

(声畷 伽 伽 燃 伽 ω)の と同様,何 があって も黙って我慢する状態を指 し,転 じて人

間の信用を意味する。「石を口に入れる」(駕卿 ωプ勘ののも,怒 らない,人 の悪口を

言わないことのたとえである。

 また,石 を多 く身につけるのが,政 治的 リーダーの理想である。 トラックの言葉で

は・首長の坐 り方をファウモーティーサム(.伽 伽 ωoo廊伽 ω)と呼ぶ。 これは石を頭,

首の後部,口,お よび腰に置いて石の上に坐 る意味で,い かなることがあっても黙っ

て坐り,な かなか動かない強い意志を表わしている。立派な首長の条件の一つは,石

を身につけているかのようにもの静かで,簡 単には怒 らないす ぐれた人格を持 ってい

ることである。

 逆に,直 情型の人間は石を持たない人で,水 にたとえ られる。海の波のように気の

「荒い」人間は他人に信用されず,友 人 もできない。立派な人間として評価される人

は,荒 波に揉まれてもびくともしない海の岩のような人である。信用ある人間の象徴

である石は,こ のように,水 と対照される。

 筆者が,理 想的な結婚相手はどのような人かを尋ねたとき,ま じめに働 く 「男 らし

い」(メω曜 ω〃zω磁η)あ るいは 「女 らしい」(拶 ω雌 吻をφπ)人間であるという答え

が返 ってきた。ここで 「らしい」と訳したファファウ(」物 雌 ω)は 「石だらけ」の意
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味であるが・転 じて人間の 「固さ」をも表わしている。ここから,石 のように固い人

間が高い評価を受けていることがわかる。

 さて,少 し回り道をしたが,こ こで,「 石の心」がヌーク(腹 ・中心)と どのよう

うな関係にあるのかを検討 してみよう。

 第一に,石 が村の政治の中心に関与していることはすでに述べた。伝説上の総首長

ソウマルは,ウ ドット島およびマニティウ村 の人間世界の 中心であるウィニファウ

(石の上の意)に 住んだ。また,村 の 「中心」にあるとされる岩(フ ァーウプェル)

は,現 在のマニティウ村の政治の中心(サ ペノ氏族の集会所)の 沖合にある。

 第二に,石 と政治との関連で注目されるのは,大 きな家や氏族の集会所を建てたと

き,家 の中心の床下に石を埋める風習のあったことである。次に,家 の中心(ヌ ーク)

と石との象徴的関係を説明 しよう。

 図3に 示したように,家 の各部分に人間の身体名称がつけられている。一見 したと

ころ,そ れは人間が四つん這いになった姿を想像させる。だが,よ く見るとその像は

必ず しも鮮明ではない。足を表わすかに見える地上から垂直に建てられている柱は人

間であって,長 い柱は男性,短 い柱は女性を表わすという。

 伝統的なタイプの集会所の場合(図4参 照),家 の内部に6本 の柱が建 っている(新

しい集会所には,こ の内部の柱がない)。 この6本 の柱は,天 井にある四角形に組ま

れた梁(横 柱)と 交叉する。入口に近い梁はアウチャム(額 の意)と 名づけられてい

る。2本 のアウチャムと直角に交わる2本 の梁 は,テ ィナウと呼ばれる。アウチャム

は人間の額を,テ ィナウは手を表わすか ら,そ れは集会所の内側で2人 の人間が向い

合い両手両足を投げ出して坐っている姿である,と インフォーマントは説明 した。

        図3 家 屋 の 部 分三名 称

,(部分 名称は ファナ,ソの建 物とほぼ両 じであ る。図4,5,6参 照)
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南側=海 側(足)

  図4 集会所(ωuut)内 部の柱の名称

 こ こで注 目 した い の は,ア ウチ ャム とテ ィナ ウの4本 の梁(天 井 の横 柱)の 囲む 空

間 が ア ウチ ャ ム ・ヌ ー ク(e'ndchamzv nuuk額 の 中心 の意 味)と 呼 ば れ て い る こ とで あ

る。 さ ら に,集 会 所 内部 に建 って い る6本 の 柱 の うち,テ ィ ナ ウの 中間 にあ る,北 側

と南 側 の2本 の柱 も ヌ ー ク(中 心)と 呼 ば れ る。 また,こ の2本 の ヌー クの 柱 を結 ん

だ線 も ヌー ク で あ り,そ の2本 の柱 を結 ぶ 線 の 中間 が,家 全体 の ヌー ク(中 心 ・腹)

とな る。

 集 会 所 内部 の 中心 部,つ ま りア ウチ ャム ・ヌー ク は,さ ま ざま な儀 礼 が執 り行 な わ

れ る聖 な る空 間 で あ る。 集会 所 で,結 婚式,葬 式 の よ うな儀 礼 を行 う と き,主 要 な 関

係 者 の坐 る席 が この ア ウ チ ャム ・ヌ ー クで あ る。 さ らに また,か つ て は集 会 所 内の 北

側 の テ ィナ ウの 中間 の 柱 に神棚 が 吊 して あ り,エ ヌ ー ナ ップ,セ メ ンカ ー ロル,ヌ ー

クエ イ ネ ンそ の他 の 神 々 に食 物 を捧 げ た 。

 現 在 で も・ウ ー ム・ウ ワ(ω 肱 観ω ωπωα 首 長 に食 物 を献 上 す る儀 礼)を は じあ とす る

儀 礼 の際,集 会 所 の 中 心(ヌ ー ク)に ウー ノ ン(ωuunong食 物 を入 れ る木 製 の大 きな

容 器)を 置 いて儀 礼 的会 食 を行 う。 これ は食 物 を神 々 に捧 げ る行 為 で あ る。

 集会 所 の 空 間 構 成 お よび家 の ヌ ー クの 政 治 的意 味 は稿 を 改 めて 詳 述 す る必 要 が あ ろ

うが,さ しあた り,首 長 の葬 式 の 事 例 に限 って ヌ ー ク と政 治 の 係 り方 の 一 端 を 説 明 す

るに留 めた い。 首 長 か そ の近 親 者 が 死 ん だ場 合,そ の棺 は集 会 所 の 中心 に置 か れ た。

しか も・ ふ つ うの棺 と区別 す るた め,棺 は集 会所 の 中心 に斜 め に して 置 か れ た 。 そ の

際,頭 を 山側(北)に,足 を 海側(南)に す る。 方角 は言 うまで もな く民 俗 方 位 で あ る。
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 ところで,集 会所の建築過程において儀礼が特に重要なのは,柱 を建てるときであ

る。その時,集 会所の建築に関与した人々は大 きな容器に呪薬を入れ,そ れにヤシの

水を注いで飲む。 その後,家 の 「鼻」(入 口の近 くにあり,横 柱のアウチャムに対 し

て上側に垂直に立つ柱,図3参 照)に その薬を塗 りつける。薬をつけるのは,集 会所

を使用する人々の友好的な関係を祈願するためである。

 集会所の中心の床下に石を埋めるのは,集 会所が完成 した後である。石を埋めるの

は,集 会所そのものと,そ こを生活の場とする人間の関係を 「動かない」ようにする

ためである。その後,特 製の呪薬をヤシの葉で包んで絞り,そ の汁を仕事に参加 した

人々全員が飲む。それは,造 り方が悪いとそれに携わった人は必ず死ぬと考えられて

いるので,悪 霊の災を避けるためのものである。

 集会所だけでなく,大 きな家を造 ったときにも,家 の中心に石を埋めることがある。

その際,家 の所有者が,石 を埋める前に家の中心に横たわり,そ の石を自分の腹の上

に乗せる例 もあった。ここに,家 の中心において腹 と石とが重複する具体例を確認で

きる15)。

 石がヌ0ク(腹 ・中心)に 関与する第三の例は,フ ァナン(料 理場)で あろう。フ

ァナンは,い わば石の竈である。伝統的なファナンには屋根がかけられていて,民 家

や集会所と基本的に同 じ構造を持ち,や はり人間の身体名称が建物の部分名称となっ

ている(図5,図6参 照)。

 ファナンとは灰の意味である。灰は食物 と象徴的に同一視 され る。ファナンの 「灰

があれば食物があるのと同じ」である。ラァナンはまた土地 とも同一視される。 「フ

ァナンがあれば食物を採 って くる土地がある」 とか,「 ファナンがなければ土地がな

い」と言われる。それゆえ,フ ァナンは土地と食物の象徴である。ファナンを持つこ

とによってはじめて,その母系氏族(eteyekes)が一人前 とみなされる理由はここにある。

 その意味で,フ ァナンは同じ地域にまとまって住む母系氏族② 「腹」である。言い

換えれば,フ ァナンは人間の腹のように母系氏族の食物を置く場所である。ファナン

の竈の石 は,フ ァナンの中心(ヌ ーク)に ある。

 以上のように整i理して くると,石 は確かに中心に対応するのだが,そ れはいずれも

男性の管轄領域であることが明 らかとなる。換言すれば,ソ ウマル伝説に結びついた

村の中心 と氏族の政治の中心である集会所は,い ずれ も男性の司る政治領域に関与 し

ており,ま た石焼 き料理は男性の仕事とされているから,フ ァナンも男性の領域に入

15)家 を建てたとき石を埋める位置は,死者の棺が置かれるのと同じ場所(ヌ ーク)で ある。神

 々に捧げる食物も,集会所または民家の中心に置かれた。中心(ヌ ーク)が食物の置かれてい
 る場所であり,か つ宗教的意味を付与された空間であることは,こ こからも明らかである。
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図5 ファナ ンの部分名称

図6 伝統的 タイプの ファナン

る。中心(ヌ ーク)は 子供を妊娠 し産む女性の腹(ヌ ーカン)で 象徴されることが多

い。 しか しながら,石 が中心性の象徴となるときには,男 性の管轄領域の中心を表 し

ていることになる。それは女性の中心性の原則を下敷 きにしながらも,男 性の中心と

女性の中心とを互いに分離させるトラック文化の特徴をよく表 している。
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V.結 び

 今 ま で の議 論 か らもす で に明 らか な よ う に,ト ラ ックに お い て腹 は,さ ま ざ ま な理

由 か ら社 会 と文 化 全 体 の 中 心 性 の象 徴 とな る。 それ を個 条書 き的 に ま とめ るな ら,次

の よ うに な る。

 第 一 に,腹 は食 物 の 座 で あ る。従 って,人 間 の腹 は,島,村,土 地,フ ァナ ンな ど ・

食物 の豊 富 に あ る場 所 と同 一 視 され る。

 第 二 に,腹 は人 間 の 身 体 の 中心 に位 置 す る。従 って,島,村,土 地,母 系 集 団,家

屋 な どの 中心 と 同一 視 され る。

 第 三 に,腹 は人 間 の 生 命 の 再 生 産 の 中心 で あ る。 その 意 味 で,母 系氏 族 の 女 祖 の腹

は最 初 の 中心(ヌ ー ク)で あ る。 この腹 の 中心 性 は,女 性(特 に長女)の ナ ー ・リ ●

ヌ ー ク(母 と子 の関 係)の ラ イ ンを 通 して永 続 す る。

 女 性 と土地 と の隠 喩 的 連 合 関 係 が生 じるの は,女 性 の腹 が 土 地 と同一 視 され るか ら

で あ る。 土 地 は人 間 と 同様,腹(食 物 の座)を 持 ち,人 間 の 生 命 を維持 す る の に必 要

な食 物 を 生 産 して て産 ん で)く れ る。

 以 上 の よ うに ま と め る と,中 心 は常 に一 つ で あ るか の よ うな印 象 を 受 け る。 だ が,

事 実 は も う少 し複 雑 で あ る。 なぜ な ら,「 本 当の ヌー ク(腹 ・中心)は 女 だ が,男 が

女 に代 わ って ヌ ー ク に な る」 と言 わ れ る状 況 が存 在 す るか らで あ る。

 こ こで,ヌ ー クの観 点 か ら,す で に記 述 した デ ー タを 整理 して み よ う。

 第 一 に,ウ ドッ ト島 全 体 に は二 つ の 中 心 が あ る。 ウ ドッ ト島 の 食 物 の 中心 で あ り,

島 の腹 にあ た る トゥ ンヌ ー ク と,ソ ウマ ル伝 説 に結 び つ い て い る政 治 の 中心 で あ る マ

系 テ ィウで あ る。

 第 二 に,マ ニ テ ィウ村 に も複 数 の 中心 が あ る。 一 つ は・食 物 の 中心 で あ る村 の ヌー

カ ン(ヌ ー ク と同 じ意 味)で あ る。 二 つ 目 は,伝 説 上 の 総 首 長 ソ ウマル の 居 住 地 と,

現 代 の政 治 の 中 心 で あ る サ ペ ノ氏 族 の 集 会 所 で あ る。 こ こか ら,村 に も食 物(腹)の

中心 と政 治 の 中 心 の分 離 が あ る こ とが わ か る。

 第 三 に,民 家 が女 性 の管 轄 す る領 域 で あ るの に対 し,集 会 所 は男 性 の 領 域 と考 え ら

れ て い る。 かつ て は,集 会 所 に(特 に会 議 中 に)女 性 が立 ち入 る こ とは禁 じ られ て い

た。 集会 所 は男 性 の 政 治 の 中 心 だ か らで あ る。

 各 母 系 氏 族 に男 性 の リー ダ ー(mωaanniich)と 女 性 の リーダ ー(.finniich)が い るの も・

お そ ら く,以 上 の よ うな 中 心 性 の分 離 と関 係 が あ る。 女 性 リーダ ー に は,氏 族 の 最 年

長 の 女性(女 性 の ヌ ー ク)が な る。 男 性 の リーダ ー(男 性 の ヌ ー ク)は 氏 族 の政 治 の
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中心である。男性と女性の中心性の分離は,言 うまでもな く,家 庭内領域と政治領域

の区別を前提 とするが,家 庭内領域における中心性の象徴である女性の腹は,政 治領

域における中心性の象徴である男性の頭と対照されているように思われる。

 事実,ト ラックの各社会的 ・政治的 レベルの リーダーは 「頭」(〃潔痂θ)と呼ばれて

いる。 「島の頭」(〃疵伽 .飾の は総首長とその取 り巻きの有力者である。「村の頭」

(配編 γ6∫吻 ω)は ・村の首長(∫伽 ωooη)とその他の有力者である。 「母系氏族の頭」

@既 伽 吻磁63)は 氏族の男性 リーダ0(最 年長の男性)で あ る。頭はいず れ も政治

と結びついている。

 頭が政治的 リーダーの代名詞となるのは,頭 が沈着冷静な思考の座と考えられてい

るからである。それを傍証する次のような慣用句がある。

知識のある人だけが土地の頭

 α彦6伽87読  6観m�ngren メ翫4.

知識のあ る人 だけ  頭  土地(島)

 要 す るに,政 治 は知 識 と思 考 の座 で あ る頭 に対 応 す る。

 トラ ック に は また,日 本 語 の 「腹 を決 め る」 とい う言 い方 に も似 た,「 頭 で 考 え た

ことを腹 で決 め る」 とい う表 現 が あ る。 感情 的 で宗 教 的 色 彩 を 帯 び や す い腹(ヌ ー ク)

と異 な り,頭 は感 情 を抑 制 す る冷 静 な 思考 の座 で あ る。 言 い換 え れ ば,「 腹 の 心」 と

対 照 的 な 「石 の 心 」 を頭 は持 つ。

 前節 で述 べ た よ うに,石 を 身体 に着 け るの は,優 れ た 入 間 の た とえで あ る。 頭 に 置

い た石(滋 肋 θ6励oωππ また はm駝侔e maaz�)は,「 腹 」 が 立 って も そ れ を 抑 制 す る

意 味 を持 つ 。 島,村,氏 族 の リーダ ーが フ ァ ウ ・ トプ トプ(拶 ω耐 ψω刎ψ ω)と 呼 ば

れ るの も,こ れ を例 証 して い る。 フ ァ ウ ・ トプ トプ とは磨 い て い な い石 の こと で,一

見 した と ころ何 の役 に も立 ち そ う にな い が,責 任 を 立派 に果 た す 人 の こ とであ る。 フ

ァウ ・ トプ トプ の よ う に,目 だた ず,お とな し く,頭 に石 を 置 いて い るか の よ うに動

か な いで,怒 らな い人 に リーダ ーの資 格 が あ る。 石 が村 の政 治 の 中心,あ るい は集 会

所 や フ ァナ ンの 中心 と深 く係 って い るの は決 して偶 然 で は な い。 石 は男性 の 中心 性 と

政 治 力 の象 徴 な の で あ る。

 以上 の よ う に考 察 を進 め て くる と,腹 の 中 心 性 は,も う一 つ の中 心 で あ る頭 との,

拮 抗,抑 制,バ ラ ンス の上 に成 立 して い る こ とがわ か る。

 興 味深 い こ と に,こ の腹 と頭 の拮 抗 と相 補 性 の 理 念 は,「 女 は理 由 もな く感 情 的 に

怒 るが,男 は妻 を大 事 にす るの で 罵 られ て も耐 え る」 と い う,先 に紹介 した トラ ック

の 男女 観 に一致 す る。 同様 に,頭(沈 着 冷 静 な 男考 と感 情 抑 制 の座)で 考 え,腹(揺
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れ動 く心)で 決めるという腹優位の理念も,「女は偉い」という慣用句に示されるよ

うな,相 互に拮抗 しつつ依存 しあうトラックの男女観を反映 している。

 要するに,ト ラックの女性は,確 かに政治が男性の掌中にあるという観点よりすれ

ば周縁的であるが,妊 娠する腹を持つゆえに,人 間の生命とコスモスの秩序とを維持

・再生するための中心で もあるわけである。
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